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洛北高校硬式野球部のポスターが完成しました！初の試みではあります

が、発行することでより多くの人たちに洛北高校硬式野球部の魅力を伝えら

れれば幸いです。２つのポスターのテーマは、「二刀流」と「伝統」です。 

「二刀流」という言葉には、野球にも勉強にも必死に取り組む部員の姿か

ら、“ペン”と“バット”の二刀流という意味を込めました。 

「伝統の継承 進取創造」は、本校野球部の基本コンセプトです。明治時

代（1896 年）から今にかけて続く歴史を誇りに、新しい時代を創り上げてい

こうという思いを込めています。 

また、これらの文字は、本校書道部の部員の方に書いていただきました。

素晴らしい作品をありがとうございます！ 

６月下旬頃から順次、校内や学校周辺の施設などに掲示していただく予定

です。約１年間、話し合いを重ね、何度も写真を撮り直して完成させた力作

です。見かけた際には立ち止まって見ていただけると嬉しいです。 

 

 

第 103 回全国高等学校野球選手権京都府大会まで残り少しとなりました。 

冬季シーズン中に２･３年生全員で決めた目標「春夏ベスト８」。春季大会では惜し

くもベスト８目前にして負けてしまいましたが、「今夏絶対にリベンジしてみせる！」 

という信念のもと、取り組んでいます。１年生も本格的に全体練習に入り、３学年全

員で今まで以上に雰囲気を上げて練習しています。しかし緊急事態宣言下の中、練習

時間は２時間、春季大会以降は練習試合も出来ていませんでした。例年であれば、練

習試合を通してチームの課題を見つけていましたが、チーム内での紅白戦などの実戦

練習の中で見つける必要があります。そのためには、緊張感や厳しい声を通して互い

に切磋琢磨し合うことが重要になってきます。 

 チームとしては厳しい状況が続きますが、京都府内のどこの高校、どこの部活も同

じです。いかに２時間の中で力を出し切り、どこのチームよりも実りある練習にして

いくか。そして夏の大会の苦しい場面で光を放てるたくましさを身につけるか。これ

からがラストスパートです。 

 夏の大会を精一杯戦い抜き、後悔無く終われるように、そしてベスト８という目標

を実現するために。1 分１秒１球を大切に、練習を重ねていきましょう。 

 

野球部 topic１ 

野球部 topic２ 

 

野球部 topic３ 

↑二刀流 ver. 

 

 ６月 26 日、龍谷大学付属平安高校にて選手権大会京都府予選の抽選が行われま

した。 

 今回は昨秋の新チームが始動してから、初めて主将自らの手でくじを引いた最初

で最後の、特別な抽選会となりました。初戦はシード校である城南菱創高校と対戦

することが決定しました。勝つために最も大切な条件は「自分達の野球をすること」

です。何ごとにも屈することなく洛北らしい野球で挑みましょう！ 

この状況下で第 103 回大会を開催していただけること、日々練習が出来ている

ことに感謝して残りの期間全力疾走していきましょう！ 

応援宜しくお願いします！ 

 〈お知らせ〉 

７月 13 日(火) 

vs 城南菱創高校 

14:00～ 

＠わかさスタジアム京都 

わかさスタジアム京都 

「リベンジの夏！洛北らしく戦え！」 

「ポスターが完成しました！」 

 

「まずは目の前の一勝を！」 

７月

３日 (土) 激励会

北稜

４日 (日) 同志社

13日 (火) 城南菱創 inわかさスタジアム京都

<今後の予定>

(勝てば向陽、京都外大西、紫野の勝者)


